
１ 奨学金の貸与額

２ 資格要件

【保護者】 本市に３年以上継続して在住している者

【学業基準】 学業および人物が優秀かつ健康である者

最近２か年における評定平均値３．５以上又は技能・スポーツに秀でた者

【家計基準】 学資の支払いが困難と認められる者

鹿児島県育英財団における基準に準じる

３ 支援制度（修学資金の返還支援補助・入学一時金の免除）

（例）４年大学で242万円貸与（入学一時金50万円＋修学資金192万円（4万×12月×4年間））

(35.70%)

(64.30%)

　返還年数

４ 返還方法

奨学金の種類

　大学等の卒業１年後から１０年以内に月賦で返還（無利子）。
　修学資金と入学一時金の両方を返還する場合、１３年以内に月賦で返還。

貸与額

月額４万円以内

月額２万円以内

一括５０万円以内

10年（120回）以内 13年（156回）以内

（例１）192万円 月額16,000円 ―

（例２）242万円 月額20,200円 月額15,600円

7年目 8年目 9年目 10年目

(修学資金のみ返還） (修学資金と入学一時金の両方を返還）

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目

20%

10%
入学一時金

３年間返還猶予
（居住・就業要件）

全額免除（５０万円）50万円

貸与総額 192万円 50% 支援総額

242万円 40%
１０５万６千円を補助
（貸与額の５５％）

155万6千円

30% 補
助
額

90%

実質返還額８６万４千円
80%

70%
修学資金 60%

高専（１～３学年）

　大学等卒業後１年以内に、出水市内に居住し、かつ市内外に就業した者については、現行の修学資金
（月額貸与分）の返還支援補助金制度に加え、入学一時金を全額免除する。ただし、免除は居住及び就
業の状態が３年間継続した者。公務員は対象外。

100%

入学一時金

短期大学・専門職短期大学

専修学校（専門課程）

高専（４～５学年）

修学資金

学　校

大学院

大学・専門職大学

大学・専門職大学

短期大学・専門職短期大学

専修学校（専門課程）

出水市鶴の恩返し奨学金



５ 募集から返還までの流れ

５月～９月 奨学金申請書等の提出

９月 奨学生選考委員会（審査・候補者の選考）

１０月上旬 教育委員会会議

卒業年の４月～翌年３月

入学金返還免除申請の提出

１０月上旬～中旬 選考結果通知書の交付

卒業年の３月 修学資金（月額貸与）の終了

１１月～３月 誓約書・振込口座届・合格通知書等の提出

４月 修学資金（月額貸与）の貸与開始（毎月振込）

３月 入学一時金の貸与（振込）

募 集

奨学生候補者の決定

大学等に合格（進学先の決定）

奨学生の採用（採用決定）

採
用

卒業後１年以内に出水市内に居住・就業 出水市外に居住・就業

卒業年の４月 借用証書等の返還関係書類の提出

卒業年の翌年４月から修学資金の返還

卒業年の翌年４月から入学一時金及び

修学資金の返還（１３年以内）

返還開始後２年目から修学資金の支援

免除申請から３年後、入学金全額免除

貸
与

返
還


